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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月24日(2016.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　必要とする哺乳動物被験体における、糖尿病の、又は、耐糖能障害、空腹時血糖異常、
インスリン抵抗性、メタボリックシンドローム、食後高血糖及び体重過多／肥満から選択
された関連疾患の処置に使用するための、イフェンプロジル若しくはフェンスピリド、又
はその塩、プロドラッグ、誘導体若しくは持続放出製剤を含む組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、アカンプロサート、アルミトリン、アンレキサノクス、アゼラスチン、
バクロフェン、カルベタペンタン、シナカルセト、デクスブロムフェニラミン、ジエチル
カルバマジン、Ｄ－マンノース、フェンスピリド、フェキソフェナジン、イフェンプロジ
ル、メキシレチン、ニセルゴリン、トルペリゾン、トラセミド、トリアムテレン、トルフ
ェナム酸、ピリベジル、レボシメンダン、シメチジン、ジプロフィリン、イデベノン、及
びリルメニジンから選択された少なくとも１つの別個の化合物、又はその塩、プロドラッ
グ、誘導体若しくは持続放出製剤をさらに含む、請求項１の使用のための組成物。
【請求項３】
　少なくとも１つの別個の化合物が、アカンプロサート、アルミトリン、アゼラスチン、
バクロフェン、カルベタペンタン、シナカルセト、デクスブロムフェニラミン、ジエチル
カルバマジン、Ｄ－マンノース、フェンスピリド、イフェンプロジル、レボシメンダン、
メキシレチン、ニセルゴリン、トルフェナム酸、トルペリゾン、トラセミド、及びトリア
ムテレンから選択される化合物、又はその塩、プロドラッグ、誘導体若しくは持続放出製
剤である、請求項２の使用のための組成物。
【請求項４】
　前記組成物が、以下の化合物の組合せ：
　－　イフェンプロジル及びアカンプロサート、
　－　イフェンプロジル及びバクロフェン、
　－　イフェンプロジル及びニセルゴリン、
　－　イフェンプロジル及びフェンスピリド、
　－　イフェンプロジル及びトラセミド、
　－　イフェンプロジル及びトリアムテレン、
　－　イフェンプロジル及びトルフェナム酸、
　－　フェンスピリド及びトラセミド、
　－　フェンスピリド及びトリアムテレン、
　－　フェンスピリド及びトルフェナム酸、
の少なくとも１つ、又はその塩、プロドラッグ、誘導体若しくは持続放出製剤を含む、請
求項１又は２の使用のための組成物。
【請求項５】
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　少なくとも１つの抗糖尿病剤をさらに含む、請求項１～４のいずれか一項の使用のため
の組成物。
【請求項６】
　少なくとも１つのさらなる抗糖尿病剤が、アカルボース、アセトヘキサミド、アログリ
プチン、ベルベリン、ベザフィブラート、ブロモクリプチン、ブホルミン、カルブタミド
、クロルプロパミド、ピコリン酸クロム、シプロフィブラート、クロフィブラート、コレ
セベラム、デクスフェンフルラミン、デュトグリプチン、エキセナチド、フェノフィブラ
ート、ゲムフィブロジル、ゲミグリプチン、グリベンクラミド、グリボルヌリド、グリセ
タニル、グリクラジド、グリメピリド、グリピジド、グリキドン、グリセンチド、グリク
ロピラミド、イミダプリル、インスリン、イヌリン、リポ酸、リナグリプチン、リラグル
チド、メコバラミン、メトホルミン、ミグリトール、ミチグリニド、ナテグリニド、オル
リスタット、フェンホルミン、ピオグリタゾン、プラムリンチド、レパグリニド、ロシグ
リタゾン、サキサグリプチン、シタグリプチン、トラザミド、トルブタミド、ビルダグリ
プチン、又はボグリボースから選択される抗糖尿病剤、又はその塩、プロドラッグ、誘導
体若しくは持続放出製剤である、請求項５の使用のための組成物。
【請求項７】
　少なくとも１つのさらなる抗糖尿病剤が、メトホルミン、又はその塩、プロドラッグ、
誘導体若しくは持続放出製剤である、請求項５の使用のための組成物。
【請求項８】
　前記組成物が、以下の化合物の組合せ：
　－　イフェンプロジル及びメトホルミン、
　－　フェンスピリド及びメトホルミン、
　－　イフェンプロジル及びアカンプロサート及びメトホルミン、
　－　イフェンプロジル及びバクロフェン及びメトホルミン、
　－　イフェンプロジル及びニセルゴリン及びメトホルミン、
　－　イフェンプロジル及びフェンスピリド及びメトホルミン、
　－　イフェンプロジル及びトラセミド及びメトホルミン、
　－　イフェンプロジル及びトリアムテレン及びメトホルミン、
　－　イフェンプロジル及びトルフェナム酸及びメトホルミン、
　－　フェンスピリド及びトラセミド及びメトホルミン、
　－　フェンスピリド及びトリアムテレン及びメトホルミン、
　－　フェンスピリド及びトルフェナム酸及びメトホルミン
の少なくとも１つ、又はその塩、プロドラッグ、誘導体若しくは持続放出製剤を含む、請
求項７の使用のための組成物。
【請求項９】
　必要とする哺乳動物被験体における血中グルコースレベルの制御に使用するための、請
求項１～８のいずれか一項記載の組成物。
【請求項１０】
　哺乳動物被験体が、糖尿病、又は、耐糖能障害、空腹時血糖異常、インスリン抵抗性、
メタボリックシンドローム、食後高血糖及び体重過多／肥満から選択された関連疾患を患
っている、請求項９記載の組成物。
【請求項１１】
　前記化合物（群）が、前記哺乳動物被験体において、脂肪細胞及び／又は筋肉細胞への
グルコースの取り込みを増加又は刺激する、請求項１～１０のいずれか一項の使用のため
の組成物。
【請求項１２】
　前記化合物（群）が、前記哺乳動物被験体において、膵β細胞のアポトーシスを減少さ
せる、請求項１～１０のいずれか一項の使用のための組成物。
【請求項１３】
　必要とする哺乳動物被験体におけるインスリン抵抗性の低下に使用するための、請求項
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１～８のいずれか一項記載の組成物。
【請求項１４】
　被験体が２型糖尿病を患っている、請求項１、９及び１３のいずれか一項の使用のため
の組成物。
【請求項１５】
　薬学的に許容される担体又は賦形剤をさらに含む、請求項１～１４のいずれか一項の使
用のための組成物。
【請求項１６】
　前記組成物中の化合物が、一緒に、別々に又は順次製剤化又は投与される、請求項１～
１５のいずれか一項の使用のための組成物。
【請求項１７】
　前記組成物が被験体に反復投与される、請求項１～１６のいずれか一項の使用のための
組成物。
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